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市の人口と世帯　77,819人（前月比▲202人）　男38,568人　女39,251人　世帯数 30,197世帯   【４月１日現在】

● 石岡市は合併 10 周年を迎えます　　 Ｐ２
　　    　　　　 　　　　
● まちづくり出前講座で学ぼう　　　　  Ｐ 3
　　   　              
● 市民ミュージカル
     キャスト・スタッフ募集　　　　　　  Ｐ 4

●「ふるさと歴史館」がスタート　　　　Ｐ 5

主な内容

葦穂小学校の新入生（入学式後に校庭で撮影） 



石岡市は合併 10 周年を迎えます

今後の主な取り組み
・市民の歌
・市民の日
・マスコットキャラクター
　など

事  業  名 時　期 場　所 内　容 担　当

記念式典 10月4日（日） 市民会館
記念式典を実施します。市民憲章や市の公認マス
コットキャラクターなどを発表する予定です。

秘書広聴課

第 23回石岡市障がい者
スポーツ大会

10 月予定
石岡運動公園
体育館

これまで来場していない人たちや多くのボラン
ティアにも参加してもらえるよう著名人を招き、
各種アトラクションを実施します。

社会福祉課

（仮称）石岡ふるさとまつり 10 月下旬
八郷総合運動

公園

これまで行われてきた産業祭と八郷ふれあいまつ
りを統合し「自分たちも楽しみながら市外の人を
呼び込むイベント」として開催します。

商工課

お宝再発見ツアー 10 月予定 市内
普段見ることの出来ない社寺や市民の方が所有す
る市内の指定文化財を巡るツアーを開催します。

文化振興課

総合防災訓練 11 月予定 未定
子どもから高齢者まで参加できる防災体験プログ
ラムを実施します。

防災対策課

市民ミュージカル 11 月末予定 市民会館
キャスト・スタッフに市民の皆さんが参加する
ミュージカルを開催します。

文化振興課「市民の昭和」写真展
未定

支所
市 民 ギ ャ ラ
リー

市内で撮影した風景写真、家族写真などを広く市
民の皆さんから募り、懐かしい昭和の写真展を開
催します。

小林恒岳特別展
市在住の日本画家・小林恒岳氏の作品を展示し、
その画業の足跡をたどります。

生涯現役フェスティバル
11 月 28 日
（土）

中央公民館

市民の皆さんが生涯にわたり現役として活躍でき
る社会を目指し、シンポジウムや各種健康チェッ
ク、介護予防相談など、誰もが参加できる催しを
開催します。

高齢福祉課

健康増進課

消防出初式
平成 28年
１月予定

石岡小学校・
市民会館・御
幸通り

既設車両のパレードや、消防広場ではしご車、起
震車などの展示を行います。 

消防本部

　
　平成 17 年 10 月１日、旧石岡市と旧八郷町が合併
し、新・石岡市が誕生しました。今年、石岡市が合併
10周年を迎えます。
　これを一つの節目として、郷土愛を育むとともに、
さらなる一体感を醸成するため、今年度は 10周年を
記念した様々な取り組みを予定しています。
■問い合わせ　秘書広聴課
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 217）

☝ 10周年記念実施予定イベント ※開催日や開催場所などは、今後変更する場合があります。

　　　合併 10周年ロゴマークが完成！

※市民団体などの皆さんが実施する事業にロゴ
マークや「合併 10周年記念事業」の冠称を使用
することができます。詳しくは秘書広聴課まで。

　「ishioka」の文字の「i」 と
「o」 を他の文字より濃くする
ことで 10 が「ishioka」にか
かっていることを強調してい
ます。

　「o」 の中に見えるのは、筑波山と霞ヶ浦。
茨城の特徴である、筑波山と霞ヶ浦の両方に
隣接している市は、県内でも石岡市だけです。
そこで、この二つの自然を象徴的に表すこと
で、市の特徴を PRしています。　そして筑
波山と霞ヶ浦はちょうど上下に位置し、その
二つが一緒の円の中にあることで、一体感も
表現しています。
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こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
市
職
員

が
出
向
き
、
皆
さ
ん
が
「
知
り
た
い
」「
学
び
た
い
」
こ
と

を
お
話
し
し
ま
す
。

　

市
政
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

も
の
で
す
。
身
近
な
問
題
や
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
講
座
一

覧
か
ら
選
び
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

で
、質
問
を
含
め
１
時
間
以
内
で
す
。

※
祝
日
、
12
月
28
日
～
翌
１
月
４
日

は
除
き
ま
す
。
土
・
日
曜
日
は
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

　

講
師
料
は
無
料
で
す
が
、
会
場
使

用
料
・
材
料
費
・
そ
の
他
講
座
に
要

す
る
費
用
は
、
申
込
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

会
場
は
、
申
込
者
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

　

講
座
の
開
催
１
か
月
前
ま
で
に
、

「
石
岡
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
利

用
申
込
書
」
を
支
所 
生
涯
学
習
課

ま
た
は
市
役
所 

市
民
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
も
お
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※
申
請
書
は
、
生
涯
学
習
課
と
市
民

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

ＨＰhttp://www.city.ishioka.lg.jp/

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
４
）

℻
４
３
・
３
１
３
０

　

shougai@city.ishioka.lg.jp

①
石
岡
か
が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

②
予
算
と
財
政
状
況

③
統
計
調
査
っ
て
ど
ん
な
も

の
？

④
や
っ
ぱ
選
挙
で
し
ょ
！
行

こ
う
よ
、
投
票

⑤
電
算
業
務
の
取
り
組
み

⑥
議
会
を
知
ろ
う

市 　政

⑦
住
民
基
本
台
帳
に
つ
い
て

⑧
戸
籍
に
つ
い
て

⑨
印
鑑
登
録
に
つ
い
て

⑩
税
金
を
知
ろ
う 

Ⅰ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
豆
知
識
）

⑪
税
金
を
知
ろ
う 

Ⅱ

　
　
　
　
　
　
（
固
定
資
産
税
）

⑫
国
民
健
康
保
険
制
度

⑬
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

⑭
下
水
道
の
は
な
し

⑮
上
水
道
ア
ラ
カ
ル
ト

⑯
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
は
ど
ん
な

も
の
？

⑰
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

暮らし

⑱
防
災
対
策

⑲
火
災
の
予
防

⑳
救
急
処
置

㉑
交
通
事
故
の
防
止

㉒
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

安全・安心

㉓
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化

㉔
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

環 境

㉕
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

㉖
み
ん
な
で
進
め
る
地
域
福
祉

㉗
在
宅
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

㉘
成
年
後
見
と
権
利
擁
護

㉙
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

㉚
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

㉛
い
つ
も
笑
顔
で
介
護
予
防

㉜
い
つ
も
笑
顔
で「
介
護
保
険
」

㉝
市
民
の
健
康
づ
く
り

㉞
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

㉟
メ
タ
ボ
解
消
講
座

健康・福祉

㊱
児
童
福
祉
施
設
の
紹
介

㊲
児
童
福
祉
施
策
の
概
要

㊳
保
育
所
な
ど
の
利
用
案
内

子育て

㊴
農
業
の
概
要

㊵
林
業
の
概
要

㊶
産
業
の
概
要

㊷
中
小
企
業
へ
の
金
融
支
援

㊸
観
光
資
源
の
紹
介

経済・産業

㊹
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）

㊺
都
市
計
画
道
路
の
現
況

㊻
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅（
補
助
）

㊼
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事

業
と
は
？

都市基盤

㊽
男
女
共
同
参
画
推
進
社
会
の

実
現
に
向
け
て

㊾
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
に
？

㊿
石
岡
の
豊
か
な
歴
史
を
知
る

�
学
童
保
育
制
度

�
図
書
館
利
用
の
案
内

教養・教育・文化

平
成
27
年
度 

講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧

　

生
涯
学
習
の
「
学
び
」
と
ミ
ツ
バ
チ
の
「
ｂ
ｅ
ｅ
」
と

を
合
わ
せ
て
「
マ
ナ
ビ
ィ
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
学
」
と
い
う
漢
字
に
角
が
３
本
あ
る
よ
う
に
、
学
ぶ

こ
と
が
好
き
な
マ
ナ
ビ
ィ
に
は
触
角
が
３
本
あ
り
ま
す
。

生涯学習の
　 マスコット

利
用
で
き
る
人

利
用
時
間

会
場

マナビィ

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
で
学
ぼ
う

費
用

申
込
方
法

３　　広報いしおか５月１日号  №２３０

出前講座 

学 ぶ



第
19
回
八
郷
美
術
展 

作
品
募
集

平
成
28
年

　成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

郷
土
を
愛
し
、
芸
術
文
化
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
八
郷
美

術
展
（
６
月
17
日
～
21
日
、
八
郷
総

合
支
所
・
中
央
公
民
館
）
を
開
催
し

ま
す
。

　

展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

種
目
・
出
品
規
定
（
抜
粋
）

　

全
科
と
も
額
装
の
ガ
ラ
ス
張
り
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

ア
ク
リ
ル
は
可
で
す
。

第
１
科
【
日
本
画
・
水
墨
画
】
60
号

以
内

第
２
科
【
洋
画
（
油
絵
・
水
彩
画
・

デ
ザ
イ
ン
）】
50
号
以
内

第
３
科
【
彫
刻
・
工
芸
美
術
（
陶
芸
・

ガ
ラ
ス
工
芸
）】
縦
・
横
・
幅
60
㎝

以
内
、
高
さ
１
０
０
㎝
以
内

※
搬
入
・
陳
列
に
使
用
す
る
機
材
は

各
自
準
備

第
４
科
【
書
】
枠
ば
り
か
条
幅
で
全

紙
以
内
縦
横
自
由
、
作
品
語
句
（
読

み
下
し
）
を
貼
る
こ
と
。
作
品
は
す

べ
て
表
装
す
る
こ
と
。

第
５
科
【
写
真
】
半
切
、
デ
ジ
タ
ル

は
Ａ
３
・
Ａ
３
ノ
ビ
も
可
。
額
装
は

ア
ル
ミ
製
額
縁
（
黒
色
）。
パ
ネ
ル

装
も
可
。
全
紙
・
組
写
真
は
不
可
。

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
人
。
ま
た
は
市
出
身
者
。

※
出
品
点
数
は
１
人
２
点
以
内
、
出

品
料
は
無
料
で
す
。
作
品
は
６
月
16

日
（
火
）
午
後
１
時
～
２
時
の
間
に

に
各
自
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

５
月
18
日
（
月
）
～
29

日
（
金
）
必
着

申
込
方
法　

文
化
振
興
課
、
市
民
課
、

各
出
張
所
、
中
央
・
東
・
府
中
・
国
府
・

城
南
の
各
公
民
館
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
文
化
振

興
課
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
美
術
展
事
務
局（
文
化
振
興
課
）

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

　

来
年
１
月
に
開
催
予
定
の
『
平
成

28
年
石
岡
市
成
人
式
』
の
企
画
・
運

営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
は
３
回
程
度
開
催

し
ま
す
。（
第
１
回
８
月
下
旬
・
第

２
回
10
月
上
旬
・
第
３
回
式
典
前
日

リ
ハ
ー
サ
ル
）

　

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
を

自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

・
平
成
27
年
11
月
１
日
現
在
、
市
内

在
住
で
平
成
23
年
３
月
に
市
内
中
学

校
を
卒
業
し
た
人

定
員　

30
人
程
度

申
込
締
切　

６
月
30
日
（
火
）

申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
に
電
話
で

申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
１
）

　

合
併
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
出
演
・
運
営
を
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
を
題
材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
！

キ
ャ
ス
ト
（
出
演
者
）
募
集

・
市
内
在
住
（
歌
、
ダ
ン
ス
、
芝
居
、

朗
読
が
好
き
ま
た
は
得
意
な
人
）

※
経
験
不
問
で
初
心
者
大
歓
迎
で

す
。
18
歳
未
満
は
、
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
基
本
的
に
稽け

い
こ古
の
全
日
程

に
参
加
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

裏
方
ス
タ
ッ
フ
募
集

・
大
道
具
係
（
絵
を
描
く
の
が
好
き

な
人
、大
工
仕
事
の
得
意
な
人
な
ど
）

・
小
道
具
係
（
物
づ
く
り
の
好
き
な

人
、
手
先
の
器
用
な
人
な
ど
）

・
衣
装
係
（
服
に
興
味
の
あ
る
人
、

ミ
シ
ン
が
使
え
る
人
な
ど
）

・
メ
イ
ク
係
（
メ
イ
ク
に
興
味
の
あ

る
人
な
ど
）

　

詳
し
く
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

広報いしおか５月１日号  №２３０　　４

募 集 

楽しむ

成人式 

くらし
ミュージカル 

楽しむ



筑
波
山
ジ
オ
ツ
ア
ー 

参
加
者
募
集

 

〜
石
岡
市
・
桜
川
市
側
か
ら
み
る
筑
波
山
の
魅
力
〜

　

石
岡
側
の
筑
波
山
の
魅
力
を
体
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

筑
波
山
の
北
側
東
側
斜
面
は
、
傾

斜
が
な
だ
ら
か
、
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
な

ど
か
ら
な
る
落
葉
広
葉
樹
林
に
包
ま

れ
、
静
か
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

筑
波
山
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
探

し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

日
時

　６
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時

〜
午
後
４
時

集
合
場
所　

・
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
午
前

８
時
集
合
）

・
八
郷
総
合
支
所
（
午
前
８
時
30
分

集
合
）

参
加
費　

無
料

定
員　

30
人
（
先
着
）

対
象　

山
歩
き
の
で
き
る
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

持
ち
物　

お
弁
当
・
飲
み
物
・
カ
ッ

パ
・
タ
オ
ル
・
手
袋
・
筆
記
用
具

申
込
方
法　

５
月
７
日
（
木
）
か
ら

電
話
で
申
し
込
み

※
バ
ス
で
つ
つ
じ
ヶ
丘
駐
車
場
ま
で

向
か
い
ま
す
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代

６
２
０
円
は
各
自
負
担
。
桜
川
市
で

も
30
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

瓦
塚
窯
跡
の
遺
物
が

　
「
列
島
展
２
０
１
５
」
に

　
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
」（
列
島

展
２
０
１
５
・
文
化
庁
主
催
）
は
、

毎
年
、
数
千
件
に
の
ぼ
る
全
国
の
発

掘
調
査
の
中
で
も
特
に
評
価
を
受
け

た
調
査
成
果
が
一
堂
に
会
す
る
特
別

展
示
で
す
。
こ
こ
に
、
奈
良
・
平
安

時
代
に
常
陸
国
分
寺
の
瓦
を
焼
い
て

い
た
瓦
塚
窯
跡
（
部
原
地
区
）
の
出

土
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

関
東
地
方
で
開
催
さ
れ
る
の
は
次

の
２
か
所
で
す
。

1
江
戸
東
京
博
物
館

期
間　

５
月
30
日
（
土
）
〜
７
月
20

日
（
月
）

2
栃
木
県
立
博
物
館

期
間　

９
月
19
日
（
土
）
〜
11
月
１

日
（
日
）

※
詳
し
く
は
、
直
接
博
物
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」
が
ス
タ
ー
ト

　

昭
和
49
年
以
来
「
民
俗
資
料
館
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
石
岡
小
学

校
敷
地
内
の
施
設
が
、
４
月
１
日
か

ら
「
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

２
階
の
常
設
展
ス
ペ
ー
ス
で
は
旧

石
器
時
代
か
ら
の
石
岡
の
歴
史
を
紹

介
し
、
１
階
の
企
画
展
ス
ペ
ー
ス
で

は
約
２
か
月
お
き
に
内
容
を
替
え
、

様
々
な
歴
史
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
き
ま
す
（
４
〜
５
月
は
「
陣
屋
門

展
」）。
ぜ
ひ
一
度
、
お
出
で
く
だ
さ

い
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

30
分

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
年
末

年
始

※
展
示
替
え
な
ど
で
、
臨
時
に
休
館

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課　

☎
４
３
・１
１
１
１
（ 

内
線
１
３
２
３
）

野村眞一氏
（つくば環境
フォーラム所属）

筑波山ジオツアー　案内人

矢野徳也氏
（水郷筑波国定
公園指導員）

▲展示予定の瓦

５　　広報いしおか５月１日号  №２３０
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楽しむ

歴 史 

楽しむ
歴 史 

楽しむ

つつじヶ丘

つくばねオート
　　キャンプ場

女体山　877m

筑波高原キャンプ場

筑波山ロープウェイ

ロープウェイで移動

徒歩で移動

筑波高原キャンプ場　昼食場所

東筑波ハイキングコース
徒歩で移動

つつじヶ丘駐車場
スタート地点・ゴール地点

つつじヶ丘駐車場からロープ
ウェイで移動し女体山山頂見学
後、桜川市筑波高原キャンプ場
（昼食場所）へ移動し、東筑波
ハイキングコースでつつじヶ丘
駐車場まで歩くコースです。



　　本文化に触れるひととき日

　

３
月
４
日
、
国
際
交
流
団
体
「
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か
」
は
、
日

本
文
化
の
見
聞
・
体
験
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
会
を
北
茨
城
市
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
日
本
人

と
外
国
人
合
わ
せ
て
49
人
。

　

参
加
者
は
、
北
茨
城
市
の
天
心
記

念
五
浦
美
術
館
、
漁
業
歴
史
資
料
館

（
よ
う
・
そ
ろ
ー
）
な
ど
の
施
設
を

訪
問
。
日
本
画
の
模
写
体
験（
墨
書
）

に
挑
戦
し
た
参
加
者
は
「
初
め
て
墨

で
絵
を
描
き
ま
し
た
。
自
分
の
描
い

た
作
品
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　生活改善で
　　　健康づくり活動に貢献
食

　

２
月
16
日
、
県
庁
で
「
平
成
26
年

度
県
民
健
康
づ
く
り
表
彰
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
、
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
知
事
感
謝
状

吉
田
と
し
子

茨
城
県
保
健
福
祉
部
長
感
謝
状

鯉
渕
幸
江

須
藤
る
い
子
（
敬
称
略
）

遊車で四季折々の花を周

　

３
月
20
日
、
市
内
小
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
約
７
０
０
人
の
児
童

た
ち
が
６
年
間
の
小
学
校
生
活
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

小
幡
小
学
校
で
は
、
20
人
が
卒
業

を
迎
え
、
髙
橋
校
長
は
「
こ
れ
ま
で

多
く
の
人
た
ち
が
支
え
て
く
れ
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
何
で
も

話
し
合
い
、
語
れ
る
友
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
式
辞
。
児
童
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

閉
式
後
、
卒
業
生
た
ち
に
よ
る
歌

が
披
露
さ
れ
、
恩
師
や
在
校
生
、
両

親
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
た
。

　

３
月
７
日
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で

園
内
周
遊
車
が
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

　

周
遊
車
は
、入
園
口
と
ふ
れ
あ
い
の

森
の
展
望
台
前
を
結
ぶ
片
道
約
1.2
㎞

を
15
分
か
け
て
走
行
。環
境
に
も
優

し
い
電
気
自
動
車
は
、走
り
も
静
か

で
パ
ワ
フ
ル
。乗
車
し
た
ま
ま
沿
道

の
四
季
折
々
の
花
々
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
め
ま
す
。１
日
13
往
復
し
、料
金

は
片
道
中
学
生
以
上
が
２
０
０
円
、

小
学
生
が
１
０
０
円
、乳
幼
児
無
料
。

　

田
崎
副
市
長
は「
周
遊
車
を
利
用
し
、

ゆ
っ
く
り
と
季
節
の
花
を
十
分
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　に向かって新たな道へ
　　　~ 市内中学校で卒業式 ~
夢

▲卒業生の伸びやかな歌声が会場に響き渡りました

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲日本画の描き方について説明を受ける参加者▲家族連れなどが河津桜を見ようと訪れました

▲受賞した吉田さん（左）、鯉渕さん（中央）、須藤さん

広報いしおか５月１日号  №２３０　　６



ちの文化一日体験に 1,200 人の見どころをナビゲート
『るるぶ特別編集石岡』が完成

ま市

　　どもたちの安全を守る　～黄色い帽子・防犯ブザーが寄贈～子

　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

市
内
小
学
校
の
新
入
生
に
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
新
ひ
た
ち
野
農
業
協

同
組
合
（
金
井
一
夫
組
合
長
）
か
ら
、

17
日
に
は
、
や
さ
と
農
業
協
同
組
合

（
川
井
貞
夫
組
合
長
）
か
ら
黄
色
い

帽
子
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
２

日
に
は
（
株
）
常
陽
銀
行
か
ら
防
犯

ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
新
入
生
が
安
心
・
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
毎
年
贈
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

３
月
15
日
、
中
央
公
民
館
で
石
岡

市
文
化
協
会
「
ま
ち
の
文
化
一
日
体

験
」
が
開
催
さ
れ
、
１
２
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
所
属
団
体
の
う
ち
の
17

団
体
が
、
お
囃
子
や
箏こ
と
、
盆
栽
、
舞

踊
と
い
っ
た
、
様
々
な
展
示
や
体
験

の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
実
際
に
楽

器
を
演
奏
し
た
り
、
疑
問
点
を
会
員

に
質
問
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
と
市
観
光
協
会
、
筑
波
銀
行
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
で
結
ぶ
「
石
岡
市
の
地

域
振
興
に
関
す
る
協
定
」
に
よ
り
制

作
し
て
き
た
『
る
る
ぶ
特
別
編
集
石

岡
』
が
完
成
し
、
３
月
23
日
に
市
役

所
で
記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
お
い
し
い

石
岡
＆
里
山
の
自
然
を
極
め
る
旅
へ
」。

発
行
部
数
は
５
万
部
で
、
市
役
所
を
は

じ
め
、
市
観
光
案
内
所
、
筑
波
銀
行
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
な
ど
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

今
泉
市
長
は
「
市
は
観
光
に
重
点
を

置
い
て
い
る
の
で
、る
る
ぶ
発
行
に
よ
っ

て
ま
す
ま
す
観
光
振
興
が
加
速
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲金井組合長（左）から帽子を受け取る高浜小の池田校長

▲会員と一緒に盆栽の剪定を行いました▲左から市観光協会武井会長、市長、筑波銀行藤川頭取
JTB 関東鎌田取締役

▲川井組合長（左）、浅野専務理事（中央）から帽子を
受け取る教育長

▲高輪石岡支店長（右）から防犯ブザーを受け取る市長

７　　広報いしおか５月１日号  №２３０



国
保
・
医
療
・
介
護

　
な
ん
で
も
電
話
相
談
室

　

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
費

用
・
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

相
談
料
／
無
料

回
答
者
／
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福

祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ

受
付
番
号　

☎
0
2
9
・
2
2
8
・
0
6
0
0

☎
0
2
9
・
2
2
8
・
0
6
0
2

主
催
／
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
国
民
健
康
保
険
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
加

入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必
要

な
医
療
費
に
あ
て
る
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。

　
国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
と

き
や
、
家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

な
ど
は
、
世
帯
主
ま
た
は
委
任
を
受

け
た
人
が
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
加
入
の
届
け
出
が

　
　
　
　
遅
れ
る
と
…
…

　

加
入
資
格
が
発
生
し
た
時
点
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
間

の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
脱
退
の
届
け
出
が

　
　
　
　
遅
れ
る
と
…
…

　

資
格
が
な
く
な
っ
た
後
、
国
保
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、
国
保

で
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後
日
、
返

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

異 動 の 事 例 手 続 き に 必 要 な も の

加
入
す
る
と    
き

 他の市町村から転入してきたとき  転出証明書、認め印
 職場の健康保険を脱退したとき  健康保険を脱退した証明書、認め印
 家族の健康保険の被扶養者から外れたとき  被扶養者から外れた証明書、認め印
 子どもが生まれたとき  保険証、母子健康手帳、認め印
 生活保護を受けなくなったとき  保護廃止決定通知書、認め印

 外国籍の人  在留カード、パスポートなど在留期間の分かるも
の

脱
退
す
る
と
き

 他の市町村に転出するとき  保険証、認め印
 職場の健康保険に加入したとき  国保と加入した健康保険の両方の保険証、

 認め印 家族の健康保険の被扶養者になったとき

 国保の被保険者が死亡したとき  保険証、死亡を証明するもの、葬儀を行った人が分
かる書類（会葬礼状など）、認め印

 生活保護を受けるようになったとき  保護開始決定通知書、保険証、認め印

 外国籍の人  保険証、在留カード、パスポートなど在留期間の
分かるもの

上

記

以

外

 住所、世帯主、氏名などが変わったとき
 保険証、認め印

 退職者医療制度に該当しなくなったとき
 修学のため他の市町村に住所を異動したとき  保険証、在学（園）証明書

 保険証の紛失、汚損してしまったとき  本人を証明できるもの、汚損した保険証、認め印

国
民
健
康
保
険
、

　
　
こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を

忙
し
く
て
、

　
　
　
　
う
っ
か
り
納
め
忘
れ

そ
ん
な
と
き
は
、

　
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　
簡
単
便
利
な
口
座
振
替
が

お
す
す
め
で
す
。
口
座
振
替
と

は
、
市
の
指
定
金
融
機
関
が
預

（
貯
）
金
口
座
か
ら
納
期
ご
と

に
自
動
的
に
振
替
納
付
す
る
制

度
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込
方
法

1
市
指
定
の
金
融
機
関
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
／
常
陽
銀
行
・
筑
波

銀
行
・
東
日
本
銀
行
・
新
ひ
た

ち
野
農
業
協
同
組
合
・
や
さ
と

農
業
協
同
組
合
・
中
央
労
働
金

庫
・
水
戸
信
用
金
庫
・
茨
城
信

用
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど

2
金
融
機
関
に
、
預
（
貯
）
金

通
帳
、
通
帳
の
印
鑑
、
保
険
料

（
税
）
の
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

3
市
指
定
の
金
融
機
関
に
あ
る

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

広報いしおか５月１日号  №２３０　　８
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行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
を

受
け
付
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
３
人
の
行
政
相
談
委
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
所
も
左
記
日
程

に
よ
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
毎
日
の

暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

惣そ
う
の
だ
い

野
代 

悌よ
し
た
か孝　
（
東
光
台
三
）・
継
続

矢
口　

輝
行　
（
谷
向
町
）・
継
続

谷
島　

か
お
り　
（
瓦
谷
）・
新
規

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所 

行
政
相
談
課

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
３
４
７

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

　

心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
一
人

で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
生
活
の

中
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
適
切
な
関
係
機
関
に
よ
る
支

援
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
子
ど
も
や
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
守
り
、
個
人
情
報
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し

た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
５
６
）

身
近
な
相
談
相
手

知
っ
て
い
ま
す
か
？

  

民
生
委
員
・
児
童
委
員

総
務
省
の
行
政
相
談

　
め
ざ
そ
う
　
住
み
よ
い
　
ま
ち
づ
く
り

国
勢
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

10
月
１
日
に
実
施
す
る
国
勢
調
査

の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
期
間　

８
月
中
旬
か
ら
10
月
下

旬
（
予
定
）

内
容　

1
市
が
開
催
す
る
説
明
会
に

参
加
2
担
当
地
域
の
確
認
3
調
査
対

象
の
訪
問
、
調
査
を
説
明
し
た
上
で

調
査
票
の
記
入
依
頼
・
配
布
4
調
査

対
象
を
再
訪
問
し
、
記
入
済
み
の
調

査
票
を
回
収
5
自
宅
で
調
査
票
を
整

理
・
点
検
し
、
市
へ
提
出

報
酬　

お
お
む
ね
３
〜
６
万
円

※
調
査
対
象
の
数
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

条
件　

満
20
歳
以
上
で
心
身
と
も
に

健
康
な
人
、
税
務
・
警
察
・
選
挙
・

暴
力
団
に
直
接
関
係
の
な
い
人
、
責

任
を
持
っ
て
調
査
の
事
務
を
遂
行
で

き
る
人
、
秘
密
を
保
持
で
き
る
人

※
総
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

国勢調査とは
　国内に住む全ての人と世帯が対象の最
も重要な統計調査です。国内の人口や世
帯の実態を明らかにするため、統計法と
いう法律に基づいて５年に一度実施され
ます。
　国勢調査の結果は福祉施策や生活環境
整備、災害対策など、日本の未来をつく
るために欠かせない様々な施策の計画策

定などに利用されます。
　国内に住むすべての人が参加する国勢
調査は、国を挙げての一大プロジェクト
です。国勢調査員は、プロジェクトの成
功を左右する大きな役割を担っていま
す。
　わが国の未来のために、ぜひ皆さんの
力をお貸しください！

　　  行政相談所開設
相談は、無料・秘密厳守です。

場所　市役所 
日時　午後１時～３時
・５月７日（木）
・７月９日（木）
・平成 28年１月７日（木）

場所　中央公民館 
日時　午後１時～３時
・９月 10日（木）
・11月５日（木）
・平成 28年３月３日（木）

９　　広報いしおか５月１日号  №２３０
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第
７
回　

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

▼
民
話
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
心

に
響
く
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を
集
め
た

朗
読
会
で
す
。
元
茨
城
放
送
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
藤
田
加
奈
子
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
て
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
30
日
（
土
）
午
後
１
時

～
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館　

３
階
読
書
室

参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
図
書
館 

朗
読
同
好
会

（
担
当 

神
代
）

☎
２
３
・
４
４
２
０

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
開
設
62
周
年
・
関

東
補
給
処
創
立
17
周
年
記
念
行
事

▼
駐
屯
地
の
一
般
開
放
を
行
い
ま

す
。
観
閲
行
進
・
飛
行
や
ヘ
リ
地
上

滑
走
の
試
乗
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
17
日
（
日
）

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）

■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
広
報
班

☎
０
２
９
・
８
４
２
・
１
２
１
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ

▼
国
際
交
流
団
体
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
ー
ツ
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
留
学

生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

滞
在
期
間
／
７
月
５
日
（
日
）
～
26

日
（
日
）

条
件
／
石
岡
駅
・
国
府
地
区
公
民
館

に
自
転
車
や
バ
ス
・
電
車
な
ど
で
通

え
る
範
囲
に
住
ま
い
の
あ
る
家
庭

※
原
則
無
償
で
す
。
学
生
全
員
の
家

庭
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
際
交
流
団
体　

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ー
ツ

（
武
井
）
☎
２
３
・
６
５
８
２

（
鈴
木
）
☎
４
６
・
７
０
４
１

第
４
回
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

in ishioka

▼
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域

活
動
協
議
会
が
主
催
で
す
。

日
時
／
６
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～（
午
後
１
時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
／
ベ
ル
・
ア
ー
ジ
ュ

参
加
費
／
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性

２
５
０
０
円

定
員
／
40
歳
以
下
の
独
身
者
で
男
女

各
20
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
５
月
24
日
（
日
）
～
６

月
７
日
（
日
）
の
間
に
、
電
話
で
申

し
込
み

※
６
月
13
日
（
土
）
以
降
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

押
止　

☎
０
９
０
・
４
０
０
２
・
３
５
６
５

大
内　

☎
２
３
・
３
８
２
９

春
季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

▼
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
健
康
に
、
自
然

に
親
し
む
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
／
６
月
６
日
（
土
）

※
雨
天
時
は
６
月
７
日
（
日
）
で
す
。

集
合
時
間
・
場
所
／
午
前
８
時
・
石

岡
小
学
校
プ
ー
ル
入
口
（
石
岡
地

区
）、
午
前
８
時
15
分
・
中
央
公
民

館
（
八
郷
地
区
）

コ
ー
ス
／
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
（
府
中
橋
～
片
野
地
区
）
―

朝
日
里
山
学
校

※
昼
食
時
は
朝
日
里
山
学
校
で
そ
ば

打
ち
体
験
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

対
象
／
小
学
３
年
生
以
上
で
市
内
在

住
、
在
勤
者

定
員
／
40
人
（
先
着
）

参
加
費
／
高
校
生
以
上
１
０
０
０

募

集

情報ネット
ワーク

information

イ

ベ

ン

ト

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【３／ 31 現在】
・発生件数　　　  60 件（－ 19）
・死 者 数　　　    １人       （０）
・負傷者数　　　  74 人（－ 33）
・物損事故　　　493 件（＋ 24）
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレフォンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

広報いしおか５月１日号  №２３０　１０
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円
・
中
学
生
以
下
５
０
０
円

申
込
期
間
／
５
月
１
日
（
金
）
～
26

日
（
火
）
に
電
話
で
申
し
込
み

※
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し
、

乗
り
慣
れ
た
自
転
車
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

子
育
て
支
援　

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

参
加
者
募
集

▼
石
岡
市
地
域
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
で

は
、
一
緒
に
遊
び
、

食
事
を
し
な
が
ら
子
育
て
の
楽
し
さ

や
悩
み
な
ど
を
話
せ
る
場
「
ほ
っ
と

ス
ペ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
12
日
（
金
）・
７
月
２

日
（
木
）・
10
月
９
日
（
金
）・
11
月

６
日
（
金
）・
12
月
９
日
（
水
）
午

前
10
時
か
ら

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
・
八
郷

保
健
セ
ン
タ
ー
・
常
陸
風
土
記
の
丘

対
象
／
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

親
30
組
（
先
着
）

参
加
費
／
親
子
で
１
回
３
０
０
円

（
子
ど
も
の
飲
み
物
は
各
自
持
参
）

※
10
月
９
日
の
み
５
０
０
円

申
込
方
法
／
５
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
生
涯
学
習
課
（
内
線
１
３
６
６
）

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
６
月
21
・
28
日
・
７
月
５
・

12
・
19
・
26
日
・
８
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
～
11
時

※
予
備
日
は
８
月
９
・
16
・
23
日（
日
）

で
す
。

場
所
／
柏
原
野
球
公
園
内
テ
ニ
ス
場

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か

ら
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
ま
で

定
員
／
50
人
（
先
着
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

申
込
方
法
／
５
月
１
日
（
金
）
～
６

月
５
日
（
金
）
ま
で
に
参
加
料
を
添

え
て
直
接
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園　

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

た
の
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
／
５
月
26
日
・
６
月
２
・
23
・

30
日
・
７
月
29
日
・
８
月
18
・
25
日

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
石
岡
運
動
公
園

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
の
男
女

定
員
／
50
人
（
先
着
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

申
込
方
法
／
５
月
１
日
（
金
）
～
６

月
５
日
（
金
）
ま
で
に
参
加
料
を
添

え
て
直
接
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園　

☎
２
６
・
７
２
１
０

平
成
27
年
度
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

日
時
／
６
月
29
日
（
月
）・
７
月
３

日
（
金
）・
７
日
（
火
）・
10
日
（
金
）・

14
日
（
火
）・
17
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

※
６
月
29
日
（
月
）
の
み
午
前
９
時

45
分
～
午
後
４
時
、健
康
プ
ラ
ザ（
水

戸
市
）
で
行
い
、
ひ
ま
わ
り
の
館
か

ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
、
常
勤
の
職
に

就
い
て
お
ら
ず
、
50
歳
以
上
で
講
習

会
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

受
講
費
／
無
料

定
員
／
30
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
５
月
７
日
（
木
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

手
話
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か

▼
手
話
奉
仕
員
養
成
の
た
め
の
入
門

課
程
と
基
礎
課
程
を
開
講
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
13
日
（
土
）
～
平
成
28

年
２
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正

午
（
全
27
回
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

入
門
課
程
／
初
め
て
学
ぶ
人
ま
た
は

手
話
が
少
し
で
き
る
人

基
礎
課
程
／
入
門
課
程
を
修
了
す
る

な
ど
一
定
の
知
識
の
あ
る
人

定
員
／
各
20
人
（
先
着
）

受
講
費
／
３
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
込
方
法
／
５
月
７
日
（
木
）
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

℻
２
２
・
２
４
４
０

講

座

教

室

１１　広報いしおか５月１日号  №２３０

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



霞
ヶ
浦
生
き
物
ア
カ
デ
ミ
ー

日
時
／
５
月
17
日
（
日
）・
６
月
21

日
（
日
）・
７
月
19
日
（
日
）

テ
ー
マ
／
「
好
き
な
方
法
で
魚
を
と

る
」「
里
山
の
虫
た
ち
を
調
べ
る
」「
釣

り
で
魚
を
調
べ
る
」

対
象
／
小
学
生
高
学
年

年
会
費
／
１
０
０
０
円

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー（
菊
地
）

☎
０
８
０
・
６
６
０
７
・
１
３
０
９

霞
ヶ
浦
学
講
座

「
霞
ヶ
浦
湖
水
の
特
性
」

日
時
／
５
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー

講
師
／
沼
澤
篤
（
霞
ヶ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
）

受
講
費
／
無
料

定
員
／
30
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
２

入
学
祝
い
品
に

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈

▼
市
で
は
、
平
成
28
年

度
に
小
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
に

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
平
成
28
年
度
に

小
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童

贈
呈
時
期
／
平
成
28
年
１
月
～
２
月

に
開
催
さ
れ
る
各
小
学
校
の
入
学
説

明
会
で
贈
呈
予
定

※
該
当
者
に
は
８
～
９
月
頃
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

2
教
育
総
務
課
（
内
線
１
２
５
４
）

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

▼
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動
資
金

は
、
東
日
本
大
震
災
や
茨
城
県
竜
巻

災
害
で
医
療
救
護
活
動
や
救
援
物
資

配
布
な
ど
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
救
急
法
な
ど
の
普
及
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
青
少
年
の
育
成

な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
役

所
社
会
福
祉
課
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

第
４
期
石
岡
市
障
が
い
福
祉
計
画

を
策
定

▼
市
で
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
88

条
に
基
づ
き
、
国
の
定
め
る
基
本
指

針
の
も
と
、
地
域
で
必
要
な
「
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」、「
相
談
支
援
」、「
地

域
生
活
支
援
事
業
」
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

「
第
３
期
石
岡
市
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
「
第
４
期
石
岡
市
障
が
い

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。　

※
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談
窓
口

を
設
置

▼
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
平
成

27
年
４
月
施
行
）
に
伴
い
、
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し

た
。
生
活
に
困
窮
す
る
人
（
生
活
保

護
受
給
者
は
除
く
）
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
を
、
専
任
の
相
談
員
が
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
解
決
や
自
立

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
２
４
５
）

情報ネット
ワーク

information

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレフォンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

お

知

ら

せ

講

座

教

室

自動交付機が停止
　電気設備の保守点検のため、下記の
日程で自動交付機を利用停止します。
ご迷惑をおかけしますがご理解の上、
ご協力ください。
日にち　5 月 23 日（土）
場所　石岡市役所　本館
■問い合わせ　1 市民課（内線 120）

広報いしおか５月１日号  №２３０　１２
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木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を
建
築

す
る
人
へ

▼
市
民
の
皆
さ
ん
ま

た
は
転
入
者
が
、
木

造
住
宅
（
在
来
工
法
）

を
建
築
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
、
市

内
の
設
計
事
務
所
へ
の
設
計
監
理
依

頼
・
市
内
の
工
務
店
へ
の
施
工
依
頼

な
ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
す

で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額
／
住
宅
建
築
に
要
す
る
費
用

の
10
％
以
内
で
、
50
万
円
が
限
度

申
込
締
切
／
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

1
建
築
住
宅
指
導
課
（
内
線
４
２
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

自
立
促
進
講
習
会

▼
医
療
事
務
の
技
能
認
定
試
験
合
格

を
目
指
す
講
習
会
で
す
。

期
間
／
６
月
７
日
～
11
月
22
日
の
日

曜
日
（
全
22
回
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時

場
所
／
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
戸

市
八
幡
町
11‒

52
）

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
な
っ

て
約
７
年
以
内
で
、
全
日
程
を
出
席

で
き
る
人
で
、
今
後
就
労
を
希
望
し

技
能
認
定
試
験
を
受
講
す
る
人

受
講
費
／
６
０
０
０
円

申
込
方
法
／
５
月
24
日
（
日
）
ま
で

に
申
込
書
と
一
緒
に
受
講
理
由
書
を

添
え
て
直
接
申
し
込
み

※
申
込
書
な
ど
は
市
役
所 

こ
ど
も

福
祉
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

母
子
・

父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
８
４
９
７

市
内
で
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
の

現
地
教
育
を
実
施

▼
初
級
幹
部
候
補
生
の
自
衛
官
を
対

象
に
「
地
図
判
読
現
地
教
育
」
を
実

施
し
ま
す
。
迷
彩
服
を
着
用
し
た
自

衛
官
が
行
動
し
ま
す
。

期
間
／
５
月
12
日（
火
）～
15
日（
金
）

場
所
／
恋
瀬
地
区
、葦
穂
地
区
龍
明
、

柿
岡
地
区
高
友
、
瓦
会
地
区
弓
張
・

西
幡
、
小
桜
地
区
川
又
、
大
覚
寺
、

吾
国
山
・
足
尾
山
グ
ラ
イ
ダ
ー
場

行
動
人
員
／
30
人

■
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
教
育
部
運
用

教
官
室

☎
０
２
９
・
２
７
４
・
３
２
１
１

車 種 区 分 改 正 前 改 正 後

原動機付

自転車

50cc 以下 1,000 円

50cc 超　90cc 以下 1,200 円

90cc 超　125cc 以下 1,600 円

ミニカー 2,500 円

軽自動車

軽 2 輪（125cc 超　250cc 以下） 2,400 円

3 輪 ※ 3,100 円 3,900 円

4 輪

以上 ※

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円

営業用 5,500 円 6,900 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円

小型特殊

自動車

農 耕 作
業用

２輪 1.600 円

４輪
1000cc 以下 2,400 円

1000cc 超 3,100 円

その他 4,700 円

小型 2 輪（250cc 超） 4,000 円

２輪車の軽自動車税
税額の引上げは平成 28 年度に延期　　　

▶３輪以上の軽自動車（網掛け部分）は、平成
27 年度分から左の表のとおり変更となります
が、改正後の税率が適用となるのは，平成 27
年４月１日以降に新規検査を受ける車両です。
※新規検査とは、今までに車両番号の指定を受
けたことのない、新車の軽自動車を使用すると
きに受ける検査です。

■問い合わせ
1 税務課（内線 116）

１３　広報いしおか５月１日号  №２３０

お詫びと訂正
　広報いしおか 4 月 15 日号の情報ネット
ワークで「政府主催慰霊巡拝」の記事のタイ
トルが「政府主催異例巡拝」になっていまし
た。お詫びして訂正いたします。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



広報いしおか５月１日号  №２３０　１４

住
み
良
い
暮
ら
し
に
向
け
て

く
ら
し
の
便
利
帳
を
発
行

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

の
情
報
ガ
イ
ド
「
く
ら
し
の
便
利
帳

２
０
１
５
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

身
近
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き

や
、
各
種
窓
口
案
内
な
ど
の
あ
ら
ま

し
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
10
の
分

野
ご
と
に
項
目
が
設
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
や
、
分

か
ら
な
い
こ
と
は
問
印
の
担
当
部
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
布
方
法　

広
報
い
し
お
か
（
５
月

１
日
号
）
に
折
り
込
み
ま
す
。

※
広
報
い
し
お
か
は
、
自
治
会
を
通

し
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
た
め
、

く
ら
し
の
便
利
帳
が
配
布
さ
れ
な
い

場
合
な
ど
は
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
で
き
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

茨城県

筑波山▲
石岡市

霞ヶ浦

　　　　　　お詫びと訂正
　くらしの便利帳2015最終ページ記事中の
「市役所の位置」、地図中の「筑波山の位置」
が誤っていました。正しくは下記の通りです。
お詫びして訂正いたします。

　海抜19.6ｍ

▲ 76ページで手軽に持ち歩ける A5サイズ

ホームページはこちらから スマートフォンはこちらから

手続き 

くらし

　

平
成
17
年
の
合
併
以
前
の

旧
石
岡
市
の
記
念
誌
「
と
き

の
鼓
動
」
と
旧
八
郷
町
の
広

報
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

「
広
報
や
さ
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
Ｃ

Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

終
戦
、
復
興
、
そ
し
て
高

度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
発
展

し
て
い
く
ま
ち
の
様
子
が
、

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
や
さ
と
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
試
し
読
み
が
で
き
ま

す
。

■
販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
３
）

記
念
誌
と
広
報
紙
か
ら
み
る
、

ま
ち
の
歴
史

市制施行 50周年記念誌
『石岡の 50 年 ときの鼓動』
価格  3,000 円

ＰＤＦ版ＣＤ―ＲＯＭ

『広報やさと（昭和編・平成編）』
昭和編（昭和 30年 7月号～ 63年 12月号）
平成編・補追版（平成元年 1月号～ 17年 9月号）
価格 各 1,000 円

販 売

書 籍



　

日
ご
ろ
か
ら
「
お
互
い
に
助
け

合
っ
た
り
、協
力
し
合
っ
た
り
す
る
」

つ
な
が
り
が
地
域
に
あ
り
ま
す
か
？

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
協

力
し
合
う
こ
と
で
、
災
害
時
な
ど
に

被
害
を
最
小
限
に
食
い
と
ど
め
る
こ

と
が
で
き
、
い
ち
早
く
地
域
の
再
生

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害

時
に
必
要
な
の
は
、
身
近
な
人
た
ち

の
力
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
設
立
の
際
は
、
市

の
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
／
住
民
が
区
や
自
治

会
、
町
内
会
単
位
な
ど
で
各
地
域
の

実
状
に
応
じ
て
組
織
化
し
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災
活
動

を
行
う
集
ま
り
の
こ
と
で
す
。

内
容
／
１
組
織
設
立
に
あ
た
り
５
万

円
を
補
助

■
問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
よ
う

石岡市測量設計業協会
　　　　　　　　と防災協定
◀３月９日、市と石岡市測量設計業
協会は「災害時の復旧活動等の応援
に関する協定書」を結びました。こ
れには、下水道管などの被害状況の
確認と復旧作業の実施などの協力体
制が盛り込まれています。

　現在、市には 131 の自主
防災組織があります。
　南台二丁目の自主防災組織
では、地区の危険な場所を自
分たちで実際に見て歩き、話
し合い、防災マップをつくる
などの活動を行いました。▶

ご
み
出
し

　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１１

ペットボトルはつぶしてから出しま
しょう！
中をゆすぎ、回収当日の朝、決められ
た時間までに集積所に出してください。
キャップとラベルの出し方
石岡地区　燃えるごみ
八郷地区　プラスチック

※石岡地区では、５～10月にペット
ボトルの回収を月２回行います。２２

無色びんとガラス類は違います！
「無色びん」は、コップなどの無色透明
の食器類や板ガラスとは材質が違うた
め、分別が異なります。
収集された「びん」は…細かく砕かれて
新たな「びん」や建築・園芸資材などに
リサイクル。リサイクルを効率良く行う
ためには、色別に出す必要があります。
びんの色は、キャップをはずした口元の
色で判断してください。キャップを外し
て中をゆすぎ、色別に出してください。
コップやガラスなどの割れ物（びん以外）
石岡地区　陶器類
八郷地区　不燃ごみ・カン
※八郷地区では、殺虫剤や化粧品などの
薬品びんは「不燃ごみ・カン」に分別し
てください。

３３
生ごみは水切りをしてから出しま
しょう！
水切りネットを使用し、袋に入れる前
にさらにひと絞りして出してください。
ポイント　調理の時に、食材を初めか
ら水に濡らさない、水に濡れた時も乾
かしてから出すと効果があります。
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ご
み
処
理
の
広
域
化
を
進
め
て
い
き
ま
す

市町名
（旧市町村名） 組合名 竣工年

( 能力 )
かすみがうら市 新治地方

広域事務組合
1995 年
（120 ｔ）

石岡市
( 八郷 )
( 石岡 )

霞台厚生施設組合 1994 年
(126 ｔ )

小美玉市 ( 小川・玉里）
( 美野里 ) 茨城美野里

環境組合
1986 年
(105 ｔ）茨城町

※竣工年：施設の稼動年。現
在の施設は２代目。
一般的な焼却施設の耐用年数
は 25年程度。
※能力：１日で可燃ごみを焼
却処理できる量

■老朽化する管内３焼却施設

　
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
の
処
理
に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
な
市
町
村
で
は
周
辺
市
町
村
と
共
同
で
運
営
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
人
口
減
少
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ
り
、
ご
み

の
量
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
で
は
今
年
度
か
ら
小
美
玉
市
、
か

す
み
が
う
ら
市
、
茨
城
町
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
と
焼
却
施

設
の
建
て
替
え
に
向
け
、
話
し
合
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
廃
棄
は
環
境
へ
の
負
担

　
安
易
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
は
、

資
源
を
無
駄
に
し
、
環
境
に
負
担
を

与
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
す

る
際
に
も
、
処
理
す
べ
き
ご
み
の
量

に
応
じ
て
コ
ス
ト
は
増
減
し
ま
す
。

管
内
３
焼
却
施
設

　
現
在
、
国
で
は
市
町
村
に
老
朽
に

よ
る
処
理
施
設
の
建
て
替
え
の
さ
ら

な
る
広
域
化
を
促
し
「
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
」「
厳
し
い
環
境

基
準
」「
事
業
（
建
設
・
維
持
管
理
）

コ
ス
ト
の
削
減
」を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ご
み
処
理
の
あ
り
方
が

全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、市
で
は
今
年
度
か
ら
小
美
玉
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
、
茨
城
町
と
と
も

に
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
と
焼
却
施

設
の
建
て
替
え
に
向
け
、
事
務
局
を

霞
台
厚
生
施
設
組
合
内
に
設
置
し
、

施
設
の
内
容
や
、
ご
み
減
量
お
よ
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
処
理
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
広
域
化

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
生
か
し
、
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が

ら
、
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
安
定
し
た

「
循
環
型
地
域
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
事
業
推
進
に
対
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
み
減
量
は
日
々
の
積
み
重
ね
か
ら

　
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
協
力
の
も
と
、
ご
み
減
量

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
改
め
て

生
活
全
般
を
見
つ
め
直
し
、
ご
み
を

減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
生

活
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

☝
「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
の
基
本
行
動

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

□
必
要
な
も
の
、
必
要
な
量
を
把
握

し
て
い
ま
す
か
？
余
分
な
も
の
ま
で

購
入
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
紙
袋
、
過
剰
な
包
装
を
断
っ
て
い

ま
す
か
？
繰
り
返
し
使
え
る
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
か
？

□
捨
て
る
前
に
、
再
利
用
す
る
工
夫

を
し
て
い
ま
す
か
？
他
に
欲
し
い
人

に
譲
っ
て
い
ま
す
か
？

□
資
源
ご
み
を
正
し
く
分
別
し
て
い

ま
す
か
？
可
燃
ご
み
と
し
て
ま
と
め

て
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
生
ご
み
は
、
十
分
に
水
分
を
切
っ

て
い
ま
す
か
？
た
い
肥
処
理
を
し
て

い
ま
す
か
？

□
普
段
か
ら
、
身
の
回
り
の
整
理
整

頓
が
出
来
て
い
ま
す
か
？

石
岡
市 

ご
み
処
理
基
本
計
画
　

基
本
理
念

人
と
自
然
が
調
和
し
、
資
源
の
循
環

利
用
を
推
進
す
る
ま
ち 

い
し
お
か
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「
昨
日
は
葦
穂
小
学
校
。
新
入
生

は
14
人
で
し
た
が
、
６
年
生
が
優
し

く
１
年
生
を
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
印
象

的
な
入
学
式
で
し
た
。
美
し
い
山
並

み
と
桜
を
眺
め
て
い
る
と
、
地
元
の

顔
役
が
市
長
が
来
る
の
は
初
め
て

じ
ゃ
な
い
か
と
。
ま
る
で
、
雪
で
も

降
り
そ
う
な
言
い
方
で
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
と
お
り
今
日
は
雪
。
私
の

入
学
式
参
列
は
府
中
中
で
し
た
が
、

１
８
１
名
の
新
入
生
は
呼
名
を
受
け

て
元
気
な
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
よ
」 

　

国
分
寺
境
内
に
設
置
さ
れ
た
テ
ン

ト
の
中
で
、
私
は
甘
茶
を
飲
み
な
が

ら
地
元
国
分
町
の
役
員
さ
ん
た
ち
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

　

お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝
う
国
分
寺

の
花
ま
つ
り
は
、
江
戸
時
代
当
初
か

ら
関
東
で
も
有
数
の
縁
日
の
一
つ
と

し
て
、広
く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
こ
の
日
ば
か
り
は
悪
天

候
で
、
参
拝
客
も
ま
ば
ら
で
し
た
。

花
ま
つ
り
が
雪
と
い
う
の
は
、
始

ま
っ
て
以
来
の
よ
う
で
す
。 

　

国
分
寺
境
内
か
ら
イ
ベ
ン
ト
広
場

へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
恒
例
の

「
び
っ
く
り
市
」
の
会
場
で
、
い
く

つ
も
の
テ
ン
ト
が
並
ん
で
い
る
も
の

の
客
足
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
が
ん
ば
り
が
分
か
る
だ
け
に
、

来
年
は
晴
れ
た
桜
日
和
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　

対
照
的
に
10
日
前
の
東
京
の
文
京

さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
晴
天
で
大
盛
況

で
し
た
。
私
は
ハ
ン
テ
ン
を
着
て
出

来
た
ば
か
り
の
「
る
る
ぶ
石
岡
」
を

渡
し
石
岡
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　

ほ
ぼ
満
開
の
桜
の
木
の
下
で
、
車

座
に
な
っ
て
歓
談
す
る
文
京
区
の
人

た
ち
に
話
し
か
け
ま
す
。 

「
る
る
ぶ
石
岡
、
出
来
立
て
で
す
。

ど
う
ぞ
！
」 

「
文
京
区
と
石
岡
市
っ
て
、
ど
ん
な

関
係
な
ん
で
す
か
？
」 

「
昭
和
63
年
か
ら
交
流
し
て
い
て
、

防
災
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

会
場
の
播
磨
坂
は
石
岡
の
殿
様
・
松

平
播
磨
守
の
上
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
そ
の
名
を
も
じ
っ
て
い
る
ん

で
す
」 

「
え
え
、
そ
ん
な
に
関
係
が
深
い
ん

で
す
か
」
と
言
い
な
が
ら
冊
子
を
パ

ラ
パ
ラ
見
る
と
、
大
方
が
「
絶
対
行

き
た
い
」「
ど
う
行
け
ば
い
い
の
」

と
の
反
応
で
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
用

の
イ
チ
ゴ
と
試
飲
の
お
酒
を
差
し
出

す
と
、
ど
ち
ら
も
大
変
な
反
響
で
し

た
。 

「
こ
れ
か
ら
、
石
岡
は
新
緑
か
ら
実

り
の
秋
に
か
け
て
絶
好
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
で
す
。そ
れ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

お
じ
ゃ
ま
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」 

「
私
、
酒
蔵
の
見
学
し
て
み
た
い
。

フ
ル
ー
ツ
狩
り
も
い
い
わ
」 

「
秋
に
文
京
区
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー

が
あ
る
よ
う
で
す
よ
」
じ
か
に
話
す

と
、想
像
以
上
の
手
応
え
が
あ
り
ま
す
。 

　
「
る
る
ぶ
」
と
い
う
知
名
度
の
あ

る
旅
行
雑
誌
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
違
い
１
冊
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
た
め
、
本
棚
に
保
存
さ

れ
る
確
率
が
高
く
、
Ｐ
Ｒ
度
が
高
い

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
石
岡
市
を
訪
れ
る
人

は
、
る
る
ぶ
を
携
え
て
来
る
可
能
性

が
高
い
の
で
す
。
文
京
さ
く
ら
ま
つ

り
で
配
布
し
た
の
は
、
２
日
間
で

３
０
０
０
部
で
し
た
。

市
長
日
記
⑮

４
月
８
日
（
水
）

雪
の
花
ま
つ
り

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

12
月
19
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
10

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

　
◎
団
体
　
富
田
町
・
守
横
町

　

参
加
者
は
12
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
参
加
者
地
区
の
人
口
減

少
の
デ
ー
タ
（
昭
和
50
年
代
か
ら
現

在
）
を
示
し
、
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
対
策
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」・「
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
観
光
・
交
流
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、

現
状
も
含
め
て
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　　　     富田町・守横町から出された意見

・「まちづくり」は、行政・商工会議所・商店街な
どが組織的にプロジェクトを行う必要がある。
・お茶や食事をする所が少ないので、中心市街地に
人が集う場所が必要。
・人との交流が見える農業のために、加工品を含む
農産物直売所を設置してはどうか。宅配サービスも
あると高齢者には便利。
・自営業は、質を落とさないことが重要。質を落と
さなければリピーターが増える。「まちづくり」も
同じではないか。
・七夕まつりなど、おまつり以外の大規模なイベン
トが必要である。
・駅周辺に市営住宅などを建設したらどうか。

■申し込み・問い合わせ　
秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 212）

▲「るるぶ石岡」を渡し石岡を PR

開催地区

開催団体

募集中 !
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５
～
６
月　

健
康
診
査

   （
地
区
検
診
）

日
に
ち
・
場
所　

・
５
月
14
日
（
木
）

午
前
／
割
烹
旅
館
い
づ
み
荘

午
後
／
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

・
15
日
（
金
）

午
前
／
関
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

午
後
／
三
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
６
月
３
日
（
水
）
国
府
地
区
公
民
館

・
４
日
（
木
）
市
民
会
館

・
５
日
（
金
）
ひ
ま
わ
り
の
館

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

  

６
月   

総
合
健
診
（
八
郷
地
区
）

日
時　

６
月
18
日
（
木
）・
19
日

（
金
）・
23
日
（
火
）
午
前
７
時
～
10

時
30
分

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

５
月
７
日
（
木
）
～
13

日
（
水
）
に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
日
の
定

員
が
２
５
０
人
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

  

要
件
該
当
で
負
担
金
が
無
料

　

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
～
③

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
保
護
者
②
当
該
年
度
分

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
）
③
障
が
い
の
重
度

判
定
者

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

   

第
１
期

  

ヘ
ル
シ
ー
ス
リ
ム
教
室

　

ス
リ
ム
で
き
れ
い
に
な
る
た
め

に
、
自
分
に
合
っ
た
食
事
や
、
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
運
動
に
つ
い
て
学

び
、
効
果
的
な
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に

挑
戦
し
ま
す
。

日
時　

①
６
月
11
日
（
木
）
②
６
月

25
日
（
木
）
③
７
月
１
日
（
水
）
④

７
月
９
日
（
木
）
⑤
７
月
15
日
（
水
）

午
前
10
時
～
正
午
（
受
け
付
け 

午

前
９
時
30
分
～
10
時
）

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
1
・
2
ど
ち
ら

も
満
た
す
人

1
Ｂ
Ｍ
Ｉ　
（
体
重
（
㎏
）
÷
身
長

（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
））
が
25
以
上
の

人
2
健
康
診
査
の
結
果
が
要
指
導
ま

た
は
特
定
保
健
指
導
該
当
に
な
っ
た

人※
治
療
中
の
人
は
主
治
医
と
相
談
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容　

代
謝
ア
ッ
プ
の
運
動
（
チ
ェ

ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ヨ
ガ
な
ど
）、

お
腹
ス
リ
ム
の
食
生
活
講
座

申
込
方
法　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
30
人
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

 

不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成　

　

県
や
市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け

た
人
に
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
市
は
、
県
の
助
成
を
受
け

た
人
を
助
成
、
対
象
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
県
の
助
成
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
窓
口
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
県
相
談
・
申
請
窓
口
／
土
浦
保
健
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
９
８

・
市
相
談
・
申
請
窓
口
／
各
保
健
セ

ン
タ
ー

  

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

平
成
23
年
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン
に
な

り
、
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

は
、
20
歳
に
な
る
ま
で
４
回
を
定
期

接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

《
接
種
方
法
》
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）
に
な
り
ま
す
。

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

【
相
談
窓
口
・

情
報
提
供
】

●
相
談
（
茨
城
県
）

・
土
浦
保
健
所　

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
４
２

・
石
岡
警
察
署　

☎
２
８
・
０
１
１
０

・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
２
８
７
０

●
資
料
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
可
）

・
家
族
の
薬
物
問
題
で
お
困
り
の
方

へ
（
厚
生
労
働
省
）

・
保
護
者
向
け
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
お
子
様
が
安
全
に
安
心
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
」（
内

閣
府
）

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
あ
や
し
い
ヤ
ク
ブ
ツ
連
絡
ネ
ッ
ト

（
厚
生
労
働
省
）

・
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ「
徳

光
・
木
佐
の
知
り
た
い
ニ
ッ
ポ
ン
！

～
緊
急
企
画
！
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
手

を
出
す
な
！
」

・
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
特
集
：

薬
物
対
策
（
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
本
当

の
怖
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
）」

助

　成

 

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492
こころといのちの電話相談　
毎月第２火曜日
午前９時～正午、午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

教
室
・
講
座

予
防
接
種
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スポーツ情報
石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210　　
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884　
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191　　
柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

募

　集

平
成
26
年
度

　石
岡
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
者

　

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰

は
、
関
東
大
会
以
上
の
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
極
め
て
優
秀
な
団

体
や
個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
は
12
人
が
受
賞
し
ま
し

た
。

■
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

井
野
由
貴
（
石
岡
第
一
高
校
３
年
）

小
山
絋
平
（
石
岡
第
一
高
校
３
年
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

深
谷
祐
太
（
石
岡
中
学
校
３
年
）

本
田
晃
太
（
石
岡
中
学
校
３
年
）

■
空
手

甲 

将
武
（
府
中
小
学
校
５
年
）

■
水
泳

齋
藤
綾
斗
（
南
小
学
校
６
年
）

■
ゴ
ル
フ

金
澤
正
幸
（
一
般
）

■
体
操

清
水 

満
（
一
般
）

■
空
手

菅
原
元
太
郎
（
一
般
）

岡
田
泰
典
（
一
般
）

神
田
京
子
（
一
般
）

清
水
妙
子
（
一
般
）　
（
敬
称
略
）

               会員募集　団体紹介９　剣道部

　剣道を通して、礼儀作法と心身の
鍛錬、体力の強化を目指しましょう！
1石岡東剣友会（代表 梶山志信）火・
土曜日午後 7時～ 9時・石岡中学校
武道館2高浜剣友会（代表 山口和男）水・土曜
日午後 7時～ 8時 30分・城南中武道館3府中剣
友会（代表 雨貝千次）月・木・金曜日午後 7時
20分～8時45分・府中中武道館4園部剣友会（代
表 羽成一郎）木・土曜日午後 7時～ 8時 30分・
園部小体育館5小幡剣道教室（代表 菱沼和雄）土・
日曜日午後 5時 30分～ 7時・小幡小体育館6林
少年剣道教室（代表 岡崎二郎）火・金曜日午後
6時 30分～ 8時・林小体育館
■問い合わせ
山口　☎ 090‒6954‒0513

お詫びと訂正
　広報いしおか 3月 1日号スポーツ情報に掲載
した【会員募集団体紹介8柔道部】の「問い合わせ」
欄に誤りがありました。正しくは中根接骨院「☎
24‒2396」です。お詫びして訂正します。

▲平成 26年度のスポーツ振興奨励表彰者

石
岡
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
者

日
時
／
７
月
１
日
（
水
）

　
　
　

午
前
７
時
30
分
開
始

場
所
／
Ｊ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
や
さ

と
石
岡
コ
ー
ス

対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

※
学
生
を
除
く
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
。

定
員
／
２
０
０
人
（
先
着
）

参
加
費
／
３
０
０
０
円

プ
レ
イ
費
／
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き

９
６
０
０
円
・
セ
ル
フ
プ
レ
ー

７
３
０
０
円

申
込
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、

参
加
費
を
添
え
て
、
直
接
申
し
込
み

申
込
期
間
／
５
月
１
日
（
金
）
〜
31

日
（
日
）

※
５
月
４
日
（
月
）
〜
７
日
（
木
）

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４
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「
天
狗
党
事
件
と
石
岡
地
方
」
展

日
に
ち

　５
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
22
日
（
金
）

主
催　

石
岡
歴
史
塾

「
陶
芸
せ
い
す
い
会
」
作
品
展

日
に
ち　

５
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
３
日（
水
）

ま
ち
か
ど
心
と
身
体
の
健
康
相
談

日
に
ち　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

土
浦
地
区
「
ま
ち
の
保
健
所
」

日
に
ち　

第
３
日
曜
日　

午
後
１
時

〜
４
時

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
！

日
時　

５
月
１
・
15
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代　

５
０
０
円

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
・
柔
軟
体
操
・

リ
ボ
ン
や
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
用

し
て
楽
し
く
全
身
運
動
し
ま
せ

ん
か
？

プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ス

日
時
／
６
月
2
日
（
火
）・
８
・

15
・
22
・
29
日
（
月
）

午
前
９
時
〜 

10
時
（
全
５
回
）

定
員
／
15
人
（
50
〜
60
代
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
竹
村 

園
子
先
生

ル
ミ
ナ
ス
ク
ラ
ス

日
時
／
６
月
2
日
（
火
）・

８
・
15
・
22
・
29
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
全
５
回
）

定
員
／
15
人
（
20
〜
40
代
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
竹
村 

園
子
先
生

大人のかんたん新体操

▼
誰
で
も
楽
し
く
簡
単
に
。
エ

コ
ク
ラ
フ
ト
で
石
畳
編
み
の

バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。 

 

日
時
／
６
月
12
・
19
・
26
日
、

７
月
３
日
（
金
・
全
４
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

定
員
／
15
人

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
高
橋 

知
良
先
生

エコクラフト手芸教室

▼
季
節
に
合
っ
た
薬
膳
料
理
で

身
体
を
内
面
か
ら
整
え
よ
う
！ 

日
時
／
６
月
17
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

定
員
／
25
人 

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
栃
本 

恵
子
先
生

夏の美味薬膳料理 申込方法／５月7日（木）午前
８時30分から電話または直接
申し込み
※月曜休館で、定員になり次第
締め切ります。
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里石岡 ひまわりの館
☎ 35‒1126

ひまわりの館講座

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

５月のコミュニティ

ギャラリー

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中

心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の

手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示

販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

参
加
者
募
集
中
。

日
時

　第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

30
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 

※
休
止
中

対
象 

未
就
園
児
（
０
〜
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
か

らち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・

３
土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市は 16 日

パソコン教室

掘り出しモノがあるかも !?

身近な
　まちのギャラリー

気軽にのぞいてみて

健康相談

　ひまわりの館では、お料理からダ
ンスまで幅広い教室・講座を行って
います。
　新しい趣味、
　　　　　探しませんか

看護師が心と身体の
健康相談に乗ります

広報いしおか５月１日号  №２３０　２０



農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

石
岡
市
合
併
後
初
の
女
性
農
業
委

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
髙
田
ま
り

子
さ
ん
。や
さ
と
農
業
協
同
組
合（
Ｊ

Ａ
や
さ
と
）の
理
事
を
務
め
る
一
方
、

ソ
ラ
マ
メ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の

野
菜
や
稲
作
を
中
心
に
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
農
業
委
員
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
か
。

髙
田
さ
ん　

農
地
利
用
に
か
か
わ
る

許
認
可
や
、
農
業
者
に
対
し
て
農
業

者
年
金
の
加
入
推
進
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
委
員
に
就
任
し
て
か
ら
改
め

て
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
現
代
の
農

業
が
抱
え
る
問
題
に
目
を
向
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
こ

の
仕
事
を
通
し
て
、
す
で
に
農
業
に

髙
田 

ま
り
子
さ
ん
（
石
岡
市
農
業
委
員
）

▲子どもたちの教材にと、試験的にソ
ラマメをプランターで栽培している髙
田さん。「何もかも初めてなので試行
錯誤の連続です」

携
わ
っ
て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら
農
業

を
始
め
る
人
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
へ
「
食
と
農
」
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。現
在
、

そ
の
た
め
の
企
画
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

―
―
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
活
躍
し
や

す
い
社
会
に
な
る
た
め
に
は
何
が
大

切
で
し
ょ
う
か
。

髙
田
さ
ん　

片
方
の
意
見
に
偏
る
の

で
は
な
く
、
男
女
が
互
い
に
尊
重
し

合
う
「
協
調
」
の
姿
勢
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
の
と

こ
ろ
女
性
は
、
子
育
て
や
家
事
に
追

わ
れ
て
、
意
見
を
言
え
る
場
に
す
ら

出
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
し
て
や
、
地
域
の
代
表
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
不
安
を
感
じ
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

私
自
身
も
、
農
業
委
員

の
話
が
あ
っ
た
時
は
正

直
自
信
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
で
は
家
族

や
周
囲
の
応
援
も
あ
っ

て
、
日
々
勉
強
し
な
が
ら
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
農
業
委

員
の
中
で
女
性
は
私
一
人
。
き
っ
と

将
来
は
女
性
の
割
合
が
増
え
て
い
く

で
し
ょ
う
。
後
に
続
く
女
性
委
員
が

活
躍
し
や
す
い
土
台
を
作
っ
て
い
く

こ
と
も
私
の
役
目
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

現
状
に
満
足
せ
ず
、
新
し
い
農
作

物
の
栽
培
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る

髙
田
さ
ん
。「
お
客
様
か
ら
の
『
お

い
し
か
っ
た
』
と
い
う
声
が
嬉
し
い

で
す
ね
。
品
質
の
高
い
農
作
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
新
し
い
野
菜
の
商
品
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
お
客
様
の
食

卓
に
『
い
つ
も
の
野
菜
』
を
一
定
の

量
と
安
定
し
た
価
格
で
お
届
け
す
る

こ
と
も
農
業
者
の
大
切
な
使
命
で

す
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

農
林
水
産
省
で
は
、
女
性
農
業
者

の
活
躍
を
幅
広
く
情
報
発
信
す
る
た

め
「
農
業
女
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

☎
０
３
・
３
５
０
２
・
６
６
０
０

　

 http://nougyoujoshi.jp/

新垣マリアさん（ペルー共和国出身）
　地域の国際交流活動に積極的に参加している
新垣さん。
　市内外の学校で開催される国際交流教室の講
師として、ダンスやゲームを交えながら、子ど
もたちに楽しくペルーの文化を伝えています。

「国際交流活動を通して、色々な地域の子ども
たちに出会うことが一番の楽しみ。時代の変化
とともに、日本人と外国人の距離は大分近く
なってきたと思います。私の活動を通して、ペ
ルーを身近に感じてもらえたら嬉しいです」

■問い合わせ
政策企画課
☎ 23-1111

（内線 222）

ISHIOKA
  JOURNAL IS

H
IO

KA JOURN
A

L

２１　広報いしおか５月１日号  №２３０

「様々な文化を背景とした人々が互いの文化を
尊重しながら共に生きる社会（多文化共生社
会）」を目指して、国際交流に関する情報をお
届けします。

ペルー共和国
　「マチュピチュ」や「ナスカの地
上絵」に代表される世界遺産の国。
主な言語はスペイン語な
ど。南米に位置し、国土
は日本の約 3.4 倍（129
万平方キロメートル）あ
ります。

▲ドレスを着た新垣さん。
お祭りでダンスを踊る時に
着る衣装とのこと

▲新垣さんが作ったペルー料
理（CARAPULCRA）。ドライ
ポテト（ペルーのジャガイ
モ）、豚肉が使われています。
ペルーでも、お米が主食の一
つとして食べられているそう
です

ＨＰ



時
憶記
の

文化振興課
シリーズ112

☎43-1111
（内線1324）

　

府
中
小
学
校
裏
の
国
分
尼
寺
か

ら
、
北
西
方
向
に
延
び
る
道
が
あ
り

ま
す
。
柏
原
工
業
団
地
で
い
っ
た
ん

途
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
左
図
の

よ
う
に
部
原
地
区
の
瓦
塚
窯
に
至
り

ま
す
。
地
元
で
「
瓦
会
街
道
」
と
呼

ぶ
こ
の
道
は
、
県
道
１
４
０
号
線
と

合
流
し
、大
増
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
日
光
に
参
詣
す
る
た
め

の
「
宇
都
宮
街
道
」
の
一
部
で
あ
り
、

古
代
に
は
瓦
塚
窯
で
生
産
し
た
瓦
を

国
分
尼
寺
や
国
分
寺
、
国
府
へ
と
運

搬
し
た
道
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
な
く
、
考
古
学
的
な
裏
付
け
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
26
年
、
農
道
整
備
に
伴
い
こ

の
道
の
脇
を
発
掘
調
査
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
現
道
に

沿
う
よ
う
に
踏
み
固
め
ら
れ
た
硬
化

面
や
轍
跡
と
い
う
道
の
痕
跡
が
見
つ

か
り
、
古
代
の
須
恵
器
が
出
土
し
ま

し
た
。
須
恵
器
は
、た
っ
た
５
点
で
、

い
ず
れ
も
３
㎝
未
満
の
小
片
。
し
か

し
、
古
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
を
示

す
、
は
じ
め
て
の
考
古
学
的
な
証
拠

で
す
。

　

10
㎞
以
上
の
瓦
会
街
道
に
対
し
、

今
回
発
掘
し
た
の
は
30
ｍ
余
り
。
そ

し
て
、
た
っ
た
５
点
の
須
恵
器
。
し

か
し
、
瓦
会
街
道
の
考
古
学
的
研
究

は
、
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
５
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
２
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
５
月
の
お
は
な
し
会
》

・
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
５
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

▲出土した須恵器

発
掘
さ
れ
た
瓦
会
街
道

　

部
原
五
本
松
遺
跡

▲出土した須恵器

広報いしおか５月１日号  №２３０　２２

休館日

５月
４日
７日
11日
18日
25日
28日

開館
延長日

14 日
21 日

瓦塚窯跡

嘉良寿理経塚嘉良寿理経塚
ギター文化館ギター文化館

八郷総合支所

豊後荘病院豊後荘病院

柏原
 工業団地
柏原
 工業団地

さど塚さど塚

医師会病院

龍神山

常陸国府常陸国府

国分寺

国分尼寺

国分寺

国分尼寺

発掘調査地点発掘調査地点

　瓦会街道
（宇都宮街道）

355

355

７

６

140

42

７

▲発掘調査場所

※
開
館
延
長
日
や
休
館
日
は
、
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

・アナと雪の女王 オリジナル・サウンドトラック
・こどものうた
・よいこのどうようベスト
・ヴォーカリスト・ヴィンテージ／徳永英明
・Ｔｒｅｅ／ＳＥＫＡＩ ＮＯ ＯＷＡＲＩ
・ＨＵＭＡＮ／福山雅治
・10ｙｅａｒｓ／木村カエラ
・オールタイム・ベスト
　―オリジナル―／中森明菜
・Ａｌｌ Ｔｉｍｅ Ｂｅｓｔ 2014 ／長渕剛
・問題集／中島みゆき
・煌／福田こうへい
・トップスター昭和名曲大全集　
　～川の流れのように・矢切りの渡し～
・トップスター昭和名曲大全集　
　～北の宿から・高校三年生～
・トップスター昭和名曲大全集　
　～リンゴの唄・からたち日記～
・ライヴ・ブートレッグ／エアロスミス
・エイジ・オブ・プラスティック／バグルス

・651 系スーパーひたち常磐線
・おさるのジョージ
・平成狸合戦ぽんぽこ
・おもひでぽろぽろ
・体幹トレーニング　
　カラダ絶好調！運動不足解消編
・体幹トレーニング　メタボ腹が凹
　む！お腹周り集中ケア編
・座ってもできる立ってもできるラ   
　ジオ体操
・大奥
・水戸黄門天下の副将軍
・鬼平犯科帳スペシャル一寸の虫
・鬼平犯科帳スペシャル盗賊婚礼
・ロード・オブ・ザ・リング
・マーガレット・サッチャー
・図書館戦争
・北のカナリアたち
・楽隊のうさぎ

新着ＣＤ新着 DVD



　

 　
　

 　

 　

川　

又　

関　

清
志

春
の
河
原
に　

柳
が
芽
吹
き

　

土
手
の
若
草　

芽
が
伸
び
る

下　

林　

加
藤　

弥
生

炊
い
た
土
鍋
の　

お
粥
の
味
に

　

偲
ぶ
面
影　

母
の
愛

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

篠
原
美
千
代

心
優
し
く　

降
る
春
雨
に

　

花
の
咲
か
な
い　

土
地
は
無
い　

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

大
西　

和
子

土
が
め
り
込
む　

百
姓
爪
の

　

ま
ま
で
苦
労
の　

父
が
逝
く　

　

 　
　

 　
　

杉　

並　

助
川　

浩
史

郷
土
芸
能　

古
老
の
手
か
ら　

　

子
ら
が
引
き
継
ぐ　

笛
太
鼓

　

 　
　

 　

 　

石　

岡　

石
塚　

芳
華

土
曜
朝
市　

春
め
く
空
気

　

土
の
匂
い
を　

買
い
に
行
く

　

 　
　

 　

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

義
理
で
詰
ま
っ
た　

手
作
り
チ
ョ
コ
に

　

愛
の
カ
ケ
ラ
を　

入
れ
て
み
る

　

 　
　

 　

 　

若　

松　

川
崎　

洋
子

愛
は
な
く
て
も　

義
理
で
も
嬉
し

　

チ
ョ
コ
の
商
戦　

お
す
そ
分
け

　

茨
城
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　

  

友
部　

澄
子

　

茨
城
に
住
ん
で
は
や
四
十
五
年
に

な
る
。
振
り
返
れ
ば
、
右
も
左
も
知

ら
ぬ
土
地
で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
不
安

に
、
と
も
す
れ
ば
自
信
を
失
し
元
の

地
へ
引
き
戻
そ
う
と
す
る
現
実
が
私

を
悩
ま
せ
た
。
だ
が
、
努
力
し
た
。

家
業
に
、
地
域
の
交
流
に
。
し
か
し

な
が
ら
最
も
悩
ん
だ
こ
と
は
言
葉
で

あ
っ
た
。
近
所
の
方
の
言
葉
が
、
ま

る
で
怒
っ
て
い
る
よ
う
で
、
思
わ
ず

首
を
引
っ
こ
め
る
こ
と
、
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。

　

更
に
云
え
ば
、
此
の
家
の
今
は
亡

き
義
母
は
全
て
敬
語
。
孫
の
言
葉
遣

い
に
は
殊
の
外
、
厳
し
か
っ
た
。
や

が
て
我
が
子
２
人
は
揃
っ
て
保
育
園

へ
。
元
気
溌
剌
と
し
て
。
保
育
園
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
２
人
は
忽
ち
に

し
て
茨
城
の
言
葉
を
連
発
し
た
。
私

は
悦
び
に
沸
い
た
。

　

が
、
一
向
に
変
わ
ら
ぬ
の
は
私
の

言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
曾
て
、
大
和

言
葉
を
苦
し
み
抜
い
て
覚
え
た
経
験

に
依
る
も
の
と
、
今
で
は
諦
め
て
い

る
。
そ
し
て
な
お
老
い
さ
ら
ば
え
た

い
ま
を
、
茨
城
の
美
し
い
自
然
の
中

で
花
を
主
あ
る
じに
、
鳥
は
友
と
し
て
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
る
。

　

 　
　
　
　

 

東
大
橋　

森
美
千
瑠

世
の
中
に
遅
る
る
わ
れ
を
頼
り
ゐ
ん
病

む
夫
あ
ら
ば
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ

　

 　
　

 　
　

 

府　

中　

山
口　

文
子

昨よ

べ夜
つ
よ
く
降
り
た
る
雨
の
け
さ
晴
れ
て

木
木
の
芽
の
び
ゆ
く
春
へ
と
い
ざ
な
ふ

　
 　

　

 　
　

 

石　

岡　

外
川
な
を
み

ひ
と
り
居
の
雨
戸
を
ぬ
ら
し
音
も
な
く

夜
更
け
の
雨
は
降
り
続
き
い
る

泉　

町　

石
神　

秋
羅

見
合
い
婚
金
婚
と
な
り
春
深
む

若　

松　

石
塚　

た
か

そ
の
歳
に
見
え
ぬ
と
言
は
れ
花
衣

若　

松　

城
下　

稔　

う
ら
ら
か
や
生
き
る
手
立
て
の
風
を
読
む

石　

岡　

前
川　

豊
美

握
り
た
る
拳
ほ
ど
け
て
沈
丁
花

東
光
台　

森　

ま
さ
え

さ
さ
く
れ
の
指
に
よ
も
ぎ
の
や
は
ら
か
し

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

凍
る
ほ
ど
冷
え
し
指
先
注
が
れ
し
茶
の

ぬ
く
も
り
に
い
や
さ
れ
て
ゐ
る

　

    　

 　
　

  

井　

関　

木
間
塚
具
子

如
月
の
部
屋
に
活
け
た
る
ス
イ
ト
ピ
ー

薄
く
れ
な
い
の
蝶
舞
う
ご
と
し

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

春
光
を
彈
き
三
重
の
塔
聳
ゆ

　

 　
　

 　
　

   

小　

幡　

礒
崎　

嵐
鷲

麗
ら
か
や
延
命
水
を
注
ぎ
呉
れ
し

　
　
　
　

   　

  

山　

崎　

荒
井　

栗
山

初
蝶
と
思
ふ
束
の
間
見
失
ふ

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
月　

岡　

菱
沼
む
免
子

咲
き
初
め
し
紅
梅
白
梅
仰
ぎ
つ
つ
お
だ

し
き
春
の
空
に
ま
向
う　

 

　
　
　
　
　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

ガ
ラ
ス
戸
に
さ
し
入
る
太
陽
浴
び
な
が

ら
作
歌
す
る
な
り
誕
生
日
近
き

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

小
林　

渥
子

許
さ
る
る
嘘
も
あ
る
か
と
思
ふ
か
ら
共
に

笑
へ
る
受
話
器
介か

い

し
て

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 
北
根
本　

大
塚　

豊
子

田
起
こ
し
の
土
の
香
り
や
燕
と
ぶ

　
　
　
　
　

北
府
中　

清
水
ト
ク
子

往
く
春
を
惜
し
み
つ
拾
う
落
椿

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

君
江

シ
ク
ラ
メ
ン
あ
ふ
る
る
花
を
見
て
お
れ

ば
持
ち
く
れ
し
娘こ

の
笑
顔
が
浮
か
ぶ

　

 　
　

 　
　

 

東
成
井　

小
島　

せ
ん

久
々
の
車
窓
に
う
つ
る
景
色
に
は
小
池

に
遊
ぶ
し
ら
さ
ぎ
の
群
れ

●
大
正
琴
演
奏
会

　

石
岡
大
正
琴
愛
好
会
は
平
成
16
年

に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
11
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

大
正
琴
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う

に
、
大
正
元
年
に
日
本
で
生
ま
れ
た

楽
器
で
す
。
古
賀
政
男
の
名
曲
「
人

生
劇
場
」
や
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
「
お
は
な
は
ん
」
の
音
楽
に
用
い

ら
れ
、
哀
愁
を
お
び
た
音
色
で
人
々

の
心
に
響
き
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、

テ
ナ
ー
、
ベ
ー
ス
と
そ
れ
ぞ
れ
音
域

の
異
な
っ
た
大
正
琴
で
、
童
謡
、
民

謡
、
流
行
歌
な
ど
合
奏
練
習
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
祭
へ
の
参
加
、
初
心

者
講
座
の
開
催
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
や
そ
の
他
の
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
演
奏
な
ど
の
活
動
を
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
交
流
や
研
鑽さ
ん
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
次
の
と
お
り
大
正
琴
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
く
中
で
、
大
正
琴
の
音

色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
か
ら

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

■
問
い
合
わ
せ

沖
田
☎
２
４
・
０
５
８
８

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２３　広報いしおか５月１日号  №２３０



　　　　　　　　　池の台
思いやりがあって気が利い
てお手伝いをしてくれる優
しい子です。いつも笑顔で
頑張ってね。

粟野 伽
かの ん

音ちゃん（５歳 11 か月）

   

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　　池の台
この笑顔に家族はメロメロ♡食
べ物に目がない食いしん坊らん
まる君です。これからもたくさ
ん食べてグングン成長してね。

杉山 嵐
らんまる

玲ちゃん（１歳１か月）

わが家のアイドル

平成27年5月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　４月７日、市内 19 の小学校で入学式が行われました。今年は約
600 人の児童が、期待に胸をふくらませて校門をくぐりました。
　葦穂小学校では、14人の新入生が入学。式典では上級生たちが「明
るくあいさつをする子」「集中して学ぶ子」「本気で取り組む元気な子」
を目指していこうと、新入生にメッセージを送りました。写真は、桜
咲く校庭で担任の先生と撮った１枚。みんな元気に登校してね。

栄養成分（１人分）

材
料
（
６
人
分
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
２
個
・
Ａ
｛
酢
大
さ
じ

１
・
塩
こ
し
ょ
う
少
々
｝・
こ
ん
に
ゃ

く
½
枚
・
キ
ュ
ウ
リ
１
本
・
玉
ネ
ギ

⅓
個
・
ニ
ン
ジ
ン
¼
本
・
か
に
風

味
か
ま
ぼ
こ
80ｇ
・
Ｂ
｛
カ
ロ
リ
ー

ハ
ー
フ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
４
・
低

脂
肪
ヨ
ー
グ
ル
ト
大
さ
じ
４
｝

作
り
方　

①
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
を
む
い
て
２
㎝

幅
の
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
、
ゆ
で
て

粉
吹
き
イ
モ
に
し
、
熱
い
う
ち
に
Ａ

を
混
ぜ
て
冷
ま
す
。

②
こ
ん
に
ゃ
く
は
薄
切
り
に
し
て
熱

( エネルギー 93kcal、塩分 0.7g)

カロリーカットポテトサラダ

こんにゃくの食感が新しい、ヘルシーサ
ラダです。

湯
を
か
け
る
。
キ
ュ
ウ
リ
は
薄
切
り

の
小
口
切
り
に
、
玉
ネ
ギ
は
薄
切
り

に
す
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
半
月
切
り
に

し
て
茹
で
る
。
か
ま
ぼ
こ
は
半
分
に

切
っ
て
裂
く
。

③
①
と
②
を
Ｂ
で
和
え
る
。

新
ジ
ャ
ガ
や
、
新
玉
ネ
ギ
が
お
い
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
低
カ
ロ

リ
ー
で
食
物
繊
維
の
豊
富
な
こ
ん

に
ゃ
く
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
！

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
加
え
る
こ
と
で
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
後
味
も
さ
っ
ぱ
り
で
す
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介
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